
12 年秋季リーグ 

第３週・９月１８日 

０勝１敗 

〝
絶
対
的
エ
ー
ス
″
東
浜
巨

(

４
年
＝
沖
縄
尚
学)

を
擁
す
る

〝
絶
対
王
者
″
亜
細
亜
大
学
と

の
一
戦
。 

初
回
、
井
口
は
先
頭
打
者
に
安

打
を
許
す
と
、
自
ら
の
二
塁
送
球

ミ
ス
で
先
制
点
を
献
上
。
し
か
し

打
線
は
そ
の
裏
、
東
浜
の
立
ち
上

が
り
を
攻
め
す
ぐ
さ
ま
同
点
。
３

回
に
も
得
点
し
１
点
リ
ー
ド
で

迎
え
た
５
回
、「
投
手
に
申
し
訳

な
い
」
。
と
唇
を
噛
ん
だ
三
塁

手
・
下
川
知
弥(

営
２) 

が
打
球

を
グ 

を
グ
ラ
ブ
で
は
じ
き
走
者
を
許
す

と
、
続
く
打
者
に
右
中
間
適
時
三
塁

打
を
放
た
れ
同
点
。
さ
ら
に
二
ゴ
ロ

間
に
も
走
者
が
還
り
逆
転
の
ホ
ー

ム
を
踏
ま
れ
る
。 

い
ず
れ
も
ミ
ス
か
ら
の
失
点
で
、

夏
場
に
徹
底
し
て
鍛
え
上
げ
た
守

備
に
ほ
こ
ろ
び
が
見
え
る
か
た
ち

と
な
っ
た
。 

 

そ
の
後
も
、
井
口
は
「
調
子
が
上

が
ら
な
い
な
か
で
も
ま
と
め
た
」。

と
話
す
よ
う
に
２
試
合
連
続
と
な

る
無
四
球
完
投
を
果
た
す
が
、
打
線

は
４
度
に
わ
た
り
走
者
を
得
点
圏

に
進
め
な
が
ら
も
決
定
打
が
出
ず
、

得
点
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 
｢

勝
て
た
試
合｣

。
試
合
後
、
選
手

た
ち
は
揃
っ
て
口
に
し
た
。 

投
手
が
５
安
打
に
抑
え
て
も
打
者

が
２
桁
安
打
を
放
っ
て
も
、
１
つ
の

ミ
ス
が
命
取
り
に
な
る
、
そ
れ
が
戦

国
東
都
だ
。
優
勝
戦
線
に
生
き
残
る

た
め
に
、
今
カ
ー
ド
が
重
要
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
初
勝
ち

星
を
獲
得
し
た
暁
の
勝
ち
点
奪
取

へ
、
明
日
は
絶
対
に
負
け
ら
れ
な

い
。 

文
＝
松
井
智
子 

写
真
＝
池
田
初 

 
 
 

瀧
埜
ひ
と
み 

 
 
 

高
橋
伽
奈 

 
 
 
 

 

 

 
亜 大 １００ ０２０ ０００ ３ 
駒 大 １０１ ０００ ０００ ２ 

 

１
部
復
帰
後
、
亜
大
戦
で
未
だ

勝
ち
星
を
挙
げ
て
い
な
い
駒
大
。

先
発
・
井
口
拓
皓(

経
４)

は
散
発

５
安
打
に
抑
え
る
投
球
を
披
露
し

打
線
も
二
桁
安
打
を
放
つ
が
、
い

ず
れ
も
ミ
ス
絡
み
の
失
点
に
よ
り

惜
敗
。
勝
利
を
も
の
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。 

 

好投好打も失策響き 

「悔しい」一敗 

長
打
２
本
を
含
む
猛
打
賞
の
中
谷
【
右
】

２
戦
連
続
無
四
球
完
投
の
井
口
【
左
】 

２ストライクと追い込まれてからの３球目、思い切り振ったバットからは快音が生ま

れる。打球はピッチャーの横を抜けセンターへ。転がった打球を見ながら照れくさそう

に“新星”は１塁で微笑んだ。初打席初安打初打点、チームの勝利をグッと引き寄せる

１打で神宮デビューを華々しく飾った山口修平(市１)。初の大舞台にもかかわらず、萎縮

するどころかむしろ堂々と打席でバットを構えていた。その姿に西村亮監督も「粘りの

いいバッティングでボールの捉え方も上手い」と若い選手の活躍に思わず頬が緩むほど。

それでも、「チームが優勝できるようにしっかりサポートする」と山口に慢心はない。好

投手の多い“戦国東都”でどれだけ通用するのか、新星の躍進が始まる。 (池田初) 

 

【駒 大】   打安点 

⑦中 谷  ５３０ 

⑧小 林  ４２０ 

⑤下 川  ５２１ 

⑥白 崎  ３００ 

⑨江 越  ４１１ 

DH 柳 原  ２００ 

HD 山口修  ２００ 

③福 山  ４２０ 

②戸 柱  ４１０ 

④砂 川  ３００ 

PH 前 田  １００ 

  計 3711２ 

 

▽二塁打＝小林、中谷 

▽三塁打＝中谷 

 

    回 打安責 

●井 口 ９ 33５０ 


